
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和７年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

〇ICTを効果的に活用した授業改善
○「自ら学びに向かう子ども」を育成す
る授業実践

○「学校は自ら学びに向かう児童の育
成を目指した指導をしている」と回答し
た保護者８０％以上
○「ICTを効果的に活用した授業実践を
行った」と回答した教師80％以上
○主体的に学ぶことができたと回答す
る児童７０％以上

・ICTを活用した授業実践の研修会を実施する。
・「自ら学びに向かう子ども」の姿を具体的に考え、手立ての
工夫をしながらその姿に近づくよう授業の中で実践し、子ども
の変化を見取る。実践後、手立てについて振り返り、さらに手
立てに工夫を加え、実践することを繰り返す。 B

・児童の実態を把握し、それぞれの児童に合わせ
た学習指導を日々模索し、実践中。
・全職員で児童の学力向上に向けた職員研修を行
い、各学年や各自の指導の目標を立て、取り組ん
でいる。
・ICTを活用した授業実践や研修会は、計画的に実
施中。

A

・児童の実態を把握し、それぞれの児童に合わせた学習指導を日々模索
し、実践した。
・職員間ではタブレット活用を通して「自ら学びに向かう子ども」の姿を育
てることを目標に、全員研究授業を行った。それぞれの学年、特別支援
チームで考え、「ICTを利活用した実践方法」や共通の悩みを話し合うこと
ができた。
・学校評価の児童アンケートでは84.6％、保護者のアンケートでは92.5％
職員のアンケートでは93.7％が主体的に学べたと肯定的な答えだった。

A

・授業参観の際、児童がタブレットを熱心に見ている。児
童の興味関心がわき、意欲的に取り組むことができる
ツールであると感じる。さらに利用を促進してほしいという
一方、実際に目で見て触れる体験も必要だと思う。
・保護者の９２．５％が肯定的にとらえているという結果か
ら、学校への信頼が厚いと考える。

・学力向上対策コーディ
ネーター
・研究主任

●児童生徒が、自他の生命を尊重す
る心、他者への思いやりや社会性、倫
理観や正義感、感動する心など、豊か
な心を身に付ける教育活動

○「感謝の言葉や思いやりの言動があ
る」と回答した保護者８０％以上
○「市作成の『いのちの教育指導資料』
と『伊万里っ子しぐさ』を積極的に活用し
ている」について、肯定的な回答をした
教師７０％以上

・市作成の「いのちの教育指導資料」「伊万里っ子しぐさ」「童
謡歌集」を道徳科や児童会活動年間指導計画に位置づけ活
用を推進する。
・朝の始業前５分間を読書時間（自由）と位置づけ、豊かな心
を醸成する。 B

・「いのちの教育指導資料」については、年間指導
計画に位置付けて活用を促している。「伊万里っ子
しぐさ」や「童謡歌集」については、朝や放課後の
放送で活用している。
・朝の読書時間については、引き続き取り組んでい
く。

B

・「感謝の言葉や思いやりの言動がある」と回答した保護者87.9％。
・「市作成の『いのちの教育指導資料』と『伊万里っ子しぐさ』を積極的に
活用している」について、肯定的な回答をした教師59.4％にとどまったが、
放送委員会によって、朝・下校時の放送で「いまりっこしぐさ」「伊万里の
童謡」については放送している。全校的には活用していると言える。 B

・児童にとって、家庭教育の影響が大きいと思う。学校の
取り組みを家庭まで浸透できると学校も学習指導へ集中
できると思う。
・命の教育、心の教育は、いじめ抑止につながる大切な
教育活動であるが、すぐに結果が出るものではない。今
後も地道に続けていってほしい。
・市作成の資料を積極的に活用することを継続してほし
い。

・道徳教育推進教師
・人権・同和教育主任
・各部主任・各学年主任

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○「いじめ防止等（いじめの定義、いじ
めの防止等のための取組、事案対処
等）について組織的対応ができている」
と肯定的に回答した教員90％以上

・教育相談担当を中心に、毎日の心の健康観察、月ごとの「月
の心」年２回のアンケート（児童・保護者）を行い、児童の変化
に細やかに気づくことができるようにする。
・児童や保護者と信頼関係の構築に努め、SCとSSW等の専門
機関と連携し、効果的な支援を行う。 B

・「つきのこころ」を通して、毎月児童の気持ちを把
握することができている。
・保護者と信頼関係を気付くために細やかに連絡
をとることができている。
・SC、SSW、関係諸機関、職員間の連携をとりなが
ら、児童の学習や生活のができている。

A

・「いじめの早期発見、早期対応に取り組んでいるか。」という質問に対し
て、「取り組んだ」「大体取り組んだ」と回答した職員は９７％であった。児
童アンケート「月の心」やまなびポケットの心の健康観察の活用によっ
て、いじめの早期発見、早期解決で、重大事案を未然に防止し、教育相
談担当を中心にSC・SSWらと家庭との連絡を密にしながら対応すること
ができたといえる。

A

・校長先生が積極的にいじめ防止に取り組んでおられる
姿勢が感じられ、学校全体で早期発見・早期化解決に向
かっていることはすばらしい。いじめの対象者にとって
は、苦痛の時間は長く感じられるので早急の対応は大事
だと思う。伊万里小学校のチームで連携を図り早期解決
に取り組んでいただきたい。
・いじめに対して即対応しようとする姿勢が感じられ、大
変安心した。

・生徒指導主任
・教育相談担当
・各学年主任

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとする
ための教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めて
くれていると思う」と回答した児童生徒
70％以上
●「将来の夢や目標を持っている」につ
いて肯定的な回答をした児童生徒70％
以上

・担任はもちろん、学年間、級外が、授業や日々の生活の中
で児童の良さを見つけ、本人を認めたり、全体に紹介したりす
る。
・総合的な学習の中や学活等で、日々の生活と将来の自分自
身の姿を繋げていく授業を仕組んでいく。 B

・授業中に発表の仕方やノート記入の仕方、行事での活躍
など、手本となるものを取り上げ、褒めることができた。全体
に紹介することで、その良さが周囲の児童にも広がってい
る。
・学年に応じて「キャリアパスポート」を活用することができ
た。今年度は、４年生の総合的な学習の時間のテーマを「福
祉」とし、多くのゲストティーチャーに依頼し講座を実施して
いる。その中には、介護という仕事について聞いたり、認知
症への理解を深めたりと、新たな活動を取り入れ、キャリア
教育につなげている。

A

「先生は、あなたのよいところを認めてくれていますか」という質問に、「よ
くできている」「大体できている」と肯定的に回答した児童が92.6％であ
る。ほとんどの児童が先生から認めてくれていると感じている。また、将
来の夢や目標を持っていると肯定的に回答した児童は89.2％で、どちら
も数値目標を達成した。 A

・我が子でも「ほめて育てる」ことの難しさを痛感してい
る。自分の忙しさを言い訳にしてしまっていることもあっ
た。今後は、伊小の子どもたちをほめていきたい
・アンケート結果がとても高く、素晴らしい。
・表面に出てこないいじめに苦しんでいる児童もいると思
う。先生の「ほめる・認める」言葉が、そのような児童の救
いとなる。

・各学年主任
・教頭

◎全校児童が、地域とつながる行事等
へ参加し、郷土愛を育む教育活動

○「自分の住む町が好きである。」につ
いて、肯定的な回答をした児童９０％以
上

・生活科や総合的な学習の時間を中心に、地域の教育資源や
人材を活用した体験活動を実施したり、地域とつながるプロ
ジェクトを実施したりする。

A

・「地域を輝かせよう」をテーマに全学年で活動を
計画しており、１～４年はすでに実施した。特に、高
学年は「シン・テカピカ運動」として地域企業の方に
来校していただき、キャリア教育の一環として話を
してもらう予定である。地域人材の有効活用を図っ
ている。

A

・自分の住む町が「好きである」「大体好きである」と肯定的に回答した児
童が95.6％である。前年より５％以上増えているという結果であった。シ
ン・テカピカ運動やふるさと伊万里の郷土教育で伊万里の良さを知り、自
分の将来に希望を持った児童が多かった結果であると言える。 A

・キャリア教育の「シンテカピカ活動」の取り組みの威力を
感じた。今後も続けていきましょう。
・故郷にも色々な企業があり、活動の中で繋がった地域
の人達と顔見知りになることで「郷土愛」が醸成されるの
でないかと楽しみだ。

・各学年主任
・教頭

●健康・体つくり

●健康を考えて行動できる能力の育成 ○「健康は何より大切だ」「保健で学習
したことを、自分の生活に生かしてい
る。」と答えた児童75％以上
○「自分の体は自分が食べたものでで
きている」を意識できる児童90％以上

・自分の健康を大切にする視点で、晴れている日は、外遊びを
奨励したり、職員自身も児童と一緒になって運動に親しめるよ
うな取組を保体部が中心になって行う。
・「食べ物の栄養」、「朝ごはんの体への影響」を学習し自分の
体は自分で作るにつなげる。

B

・「ふるさと食材」をPPTにまとめ紹介したことで、伊
万里で作られる食材に関心をもち、残菜の量を減
らすことができた。
・睡眠不足が原因で、授業中に寝る児童が数名い
た。
・雨天時の昼休みに体育館を開放することで、毎
日体を動かす機会を設けた。

A

・「健康について学習したことを自分の生活に生かしていますか」の問い
に肯定的に答えた児童87.7％で、昨年度より向上している。また、健康に
「食事は大切だと思うか」の問いに肯定的に答えた児童は98.3％で、目標
を達成した。家庭科や、学級活動等で栄養バランスについて考える授業
を積極的に進めた成果と考える。
・栄養や朝ごはんの大切さを学ぶことで「自分の体は自分が食べたもの
でできている」という視点をもつことができた。

A

・多くの児童が朝ご飯を食べて登校することを願ってい
る。
・児童にとって、先生方と一緒に運動することは、とても楽
しいことだと思う。
・自分自身、子育て中には、給食のありがたさを感じた。
最近の給食を試食してみたい。

・学校栄養職員
・保健主事
・食育推進担当者

●業務効率化の推進と時間外在校等
時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在
校等時間の上限を遵守する。
●年間２０日の年次休暇のうち、職員1
人当たりの年次休暇の取得日数１４日
以上

・定時退勤日を設定し、呼びかける。
・部活動（コーラス部）の休養日を設定する。
・業務改善研修を実施し、意識の改革を推進する。

B

・定時退勤日を設定する。
・業務改善研修を実施し、時間外勤務の現状把握
を行い、月半ばで個別に指導している。

B

・「学年間や部会間等で協力して業務を遂行できたか」という質問に、「で
きた」「大体できた」と回答した職員は96.9％であった。学年や部会等での
協力体制は整っていると見られる一方、実際、成績処理等の個人的な業
務の時間削減はできていない実態がある。
・年休取得者１４日以上取得の職員が26％にとどまった。来年度は長期
休業中の年休取得を向上させる行事計画を立てる必要がある。

B

・人を増やすか、仕事を減らすしかない。「できないことは
しない」と割り切ることも必要。
・年休は、年間取得計画を立て、実行していくしかないと
思う。 ・管理職

〇学校行事や業務内容の改善 〇「働き方改革ができている」について
肯定的な回答をした職員70％以上
〇「時間外勤務４５時間以内の職員
70％以上

・学年チームで効率的に業務遂行する意識を高めるため、週
に１回学年会を設定する。
・連絡はチームズ上で行い、教材研究の時間を確保する。

B

・通知表の内容を精選（担任からの所見を１回に）
し、スズキ校務による成績処理で、業務改善がで
きている。
・年間事業時数を学年ごとに集計し、できるだけ５
時間授業に変更することで教材研究の時間を作り
出している。

B

・定時退勤を意識して勤務することができたかという質問に、「できた」「大
体できた」と回答した職員は54．5％であった。半数が定時退勤を意識す
ることが難しいようだ。時間外勤務45時間を超える職員が７０％前後で
あったことから、在校時間が多い職員がいることが課題である。長期休業
中に年休をとりやすい研修計画を立てる必要である。

B

・個々の考え方、やり方があるので、なかなか難しいと思
う。 ・管理職

・教務主任

●特別支援教育の充実

○教員の専門性と意識の向上 ○「特別支援に関する専門性が向上し
た」と肯定的な回答をした教員７０％以
上

・特別支援に関する研修会を実施する。
・ケース会議を開催したり、情報共有の機会を設定したりす
る。

B

・特別支援教育に関する研修を開き、発達障害へ
の理解や通常学級における支援の方法について、
理解を深めることができた。
・ケース会議を２回、巡回相談を3回実施し、11月
に1回実施予定。学校全体で継続的な支援の在り
方について考えることができた。
・子どもタイムを毎週実施し、配慮が必要な子ども
の情報をもとに支援方法を共有することができた。

A

・月に１～２回「こどもタイム」を設定して、児童についての情報共有、合
理的配慮や特別支援教育についての理解を深めることができた。
・ケース会議、巡回相談などを適宜することで、児童理解や具体的な支
援方法を共通理解することができた。
・「特別支援に関する知識や意識が、ケース会議や研修等を通して向上
した」と回答した教員が85.1％であった。

A

・ケース会議や研修は、先生方の力量を挙げることがで
きるので、とても良いと思う。
・多様化・デジタル化…様々な時代の変化の中で生きる
児童をはぐくむ先生方は、本当に大変だと思う。 ・特別支援コーディネーター

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○「きらきら伊小っ子プロ
ジェクト」の推進

○７つの具体的な目標の実践
・返事が響く　・挨拶が響く　・明るい声
と歌声が響く
・感謝の言葉があふれる　・思いやりに
あふれる
・笑顔があふれる　・活気にあふれる

 ○「返事や挨拶がきちんとできている」
と回答した児童85％以上
○「『ぽかぽか言葉』や『ありがとう』が
よく言えるようになった」と回答した児童
８０％以上

・７つの目標について、校内やコミュニティセンター等に掲示す
る。
・育友会や地域と密に連携し、「うちどく」の取組を通して、心
豊かな児童の育成を目指す。 B

・始業式の校長の言葉に「いじめのない学校」にし
ていくことを児童に明示することで、児童は事ある
ごとに自分の言葉遣いや行いを振り返ることがで
きている。 B

・返事や挨拶が、できたという児童は、約７５％でまだまだである。
・ぽかぽか言葉を褒めることで、使う児童も増えてきている。
・小中連携の取り組みとして６年児童であいさつ運動を実施した。地域の
方や中学生と一緒にあいさつ運動を行うことで、意識が向上してきた。 A

・啓成中校区のあいさつ運動の取り組みは、よいと思っ
た。挨拶を返してくれない児童も確かにいたが、根気よく
取り組みを続ければ、必ず結果が出ると思う。
・児童の中には、元気のない朝もあると思うので、75％が
「できた」と回答していれば、よいと思う。
・地域の方からも積極的に挨拶や声掛けをしていきたい。

・各部主任
・育友会担当者
・管理職

○地域・保護者との連携

○育友会を中心として、家庭での役割
や責任を明確にしていく。
○コミュニティ・スクールの周知と連携
活動の推進

○家庭での教育についてのアンケート
の中で、「家庭学習、あいさつがよくで
きている」について肯定的な回答が
70％以上
○コミュニティ・センター行事や地域行
事への参加率が60％以上

・家庭学習アンケートを実施し、実態を把握したり、「家庭学習
のすすめ」を発行したりする。

・コミュニティ・センター行事や地域行事への参加を促す。
B

・育友会と連携して家庭での保護者の役割につい
て意識を高めることができた。
・コミュニティ・スクールでは、ミシンの学習やそろば
んなど、ボランティアの発掘をお願いしている。

A

・コミュニティースクール等の地域連携協議会では、そろばん教室の先生
に加えてミシンボランティアを紹介を紹介していただき、児童への指導・支
援に大変役立った。来年度もぜひお願いしたいと考えている。
・学校と育友会が協力して、児童へつながる教師の働き方改革について
考え、来年度からの土台作りを行った。
・子育てに関係する講演会を行った。
・コミュニティーセンター行事や地域行事への参加率は、65％という結果
となり、目標を達成した。

A

・あいさつしない子・できない子も、何か理由があるのかも
しれない。温かく見守りたい。
・地域ボランティアの要請は、地域の方々も意欲が湧く。
今後も色々なボランティアに声をかけていただき、先生方
の負担が減るといいと思う。
・子ども会行事への参加協力もお願いしたい。
・コミセン主催の行事の周知や児童の参加、学校の同行
してのご協力、本当にありがたく思っている。

・管理職
・主幹
・教務主任

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 伊万里市立伊万里小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・啓成中校区コミュニティスクールや育友会との連携活動に取り組んでおり、活動内容の充実と地域への貢献度の向上を目指している。
・「月の心」アンケートを実施することで、いじめの早期発見、早期対応が実現できたと考える。担任の、児童に寄り添う姿勢と、保護者との連携で、実現に至ったと考える。
・心の教育についてのアンケートでは、挨拶や返事、優しい言葉遣いを行っていると回答している児童が多い一方、保護者、職員は、まだまだであると考えている。育友会と連携しながら心の教育を実施していきたい。
・業務改善については、今年度、会議資料のペーパーレス化や、成績処理の電子化等で勤務時間４５時間以内の職員70％であった。効率的な働き方という教師の意識だけでなく、授業の受け持ち時間を減らす等の抜本的な改革が必要である。
・不登校傾向(登校しぶりなど）児童や気になる児童については、全職員で共有し、校内における支援体制の整備を実施する。

２　学校教育目標
 『　輝け！　伊万里小  』
  　○ 一人ひとりが伸びる学校
　　○ 笑顔と活気にあふれる学校

３　本年度の重点目標
―『きらきら伊小っ子プロジェクト』の推進 ―　＜７つの目標の具現化＞
　3つの「響く」　　　○ 返事が響く　　　○ 挨拶が響く　　　○ 明るい声と歌声が響く
　４つの「あふれる」　○ 感謝の言葉があふれる　　○ 思いやりにあふれる　　○ 笑顔があふれる　　○ 活気にあふれる


